
          

 

 「修了・卒業」と「進級・入学」が混在する中、今までに誰もが経験し

たことがない事態となりました。今までの日々の暮らしの中でも、この時

期の子どもたちは期待と不安に揺れながら過ごしています。その中で、３

月からの休校。しかしながら、このような時だからこそ、周囲の大人は結

論を急いだ会話にならぬよう、ああだこうだと子どもたちとの会話を楽しみ、話しながら気持ち

の整理ができるよう導いてあげてください。受験生がおられるご家庭もあるでしょう。その後も

この病気の流行は続かない？ など、大人も不安がいっぱいですが、この難局を何とか乗り越え

て、新しい学年を迎えたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           

 

 

 

 

希求する児童 考える児童 

手をつなぐ児童 

たくましい児童 

３月号 

令和２年２月 28 日 

学 校 通 信 

 

修了・卒業が迫る中で・・・ 

 

 

●運動会● 

１０月４日（日） 

１０月５日（月）代休 

予備日：１０月７日（水） 

●５年キャンプ● 

６月２３日（火）～ 

   ２４日（水） 

 

●６年修学旅行● 

１０月２１日（水）～ 

    ２２日（木） 

日程のお知らせ 

●次年度も使用する教科書について● 

 国から無償給与される教科書ですが、複数学年に亘って使

用するものがあります。処分等しないようにご注意ください。 

（表記の学年は現在の学年です） 

 

〇１年生：生活 上下 たんけんブック、図画工作 上下 

〇２年生：なし 

〇３年生：社会 上下、図画工作 上下、保健 

〇４年生：地図帳 

〇５年生：地図帳、図画工作 上下、家庭、保健 

 

 

◎学校からの便りをよく読み、便りは保管してください。 

 

◎ミルメールの登録を抹消しないでください。 

 

◎今年度の教科書や使用中のノートは捨てずに保管して

ください。 

 

◎下記の教科書は、新学年で必ず必要です。 

◎「あゆみ」（通知表）につ

いても後日の配付となりま

す。 

 

★卒業式については、後日連絡いたします。 

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/SIG=11u9ro767/EXP=1338425860;_ylt=A3JvdkuEcMVPCm0B2ueU3uV7/*-http:/t.pimg.jp/001/079/655/1/1079655.jpg


 

 

 

 

 

 

  

日 曜 行  事 等 日 曜 行  事 等 

１ 日  14 土 いきいき広場（最終） 

２ 月 郵貯振替① 15 日  

３ 火               心 16 月 卒業式予行（１～３ｈ） 

４ 水 
地区児童会/集団下校(14:10頃下校)           

ＰＴＡ決算総会（図書室）15:00 
17 火 

前日準備（５年以外 13:20下校／５ 

年 15時頃下校）  心 

５ 木  18 水 第 51回卒業証書授与式 

６ 金 ６年生を送る会       放 19 木 大掃除 

７ 土 いきいき広場 いきいき運営委員会 20 金 春分の日 

８ 日  21 土 留守家庭児童会開室日 

９ 月 郵貯振替② 22 日  

10 火               心 23 月 給食最終日 

11 水               ６ 
24 火 

修了式（１～４年 11 時半 ５年 12

時頃下校） 12 木 登校班新班長会 

13 金 四中卒業式 現金徴収日  25 水 春季休業（4/7まで） 

放：放課後自習教室   心：心の教室相談日   ６：３～６年６時間授業 

 

３ 金 
新６年生 

入学式準備 ９時登校  
11:30頃下校 

６ 月 入学式参加 ８時 50分登校  

８ 水 令和２年度 始業式（新１年生も一緒に集団登校です） 

10 金 ２～６年生給食開始 ※4/9木は給食なし。ご注意ください。（１年生は 4/15水～） 

13 月 離任式（転勤等で本校を離れた教職員とのお別れの式） 

16 木 小６中３全国学力･学習状況調査（他学年は普通授業） 

17 金 第５２回創立記念日 

22 水 ４時間授業 学級懇談会（13:40～14:25） ＰＴＡ委員総会（14:45～15:30） 

27 月 家庭訪問①（②4/28火・③4/30木・④5/1金・⑤5/7木） 13:20頃下校 

 
３月の予定 

 

４月の予定 

 

 

裏面もご覧ください 

 

新型コロナウイルス対応等のため、やむを得ず行事等の中止、日程や内容の変

更を行うことがあります。 

今後のミルメールや郵便受けの便り（教職員がポスティングする場合がありま

す）にもご留意ください 
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＜お知らせ＞ 

①３月２日（月）～３月２４日（火）まで、臨時休校とします。 

②持ち帰れなかった荷物等の引き取りは、平日の８時３０分～１７時の間にお願い

します。その際は、職員室まで声をかけてください。 

③未返却の図書室の本をお持ちの場合は、ご来校時に職員室までお持ちください。 

④６年生が持っている班旗は学校で回収しましたが、まだ家庭にある場合は、近所

の５年生以下の児童に預けてください。 

⑤家庭学習については、学年からのプリントをご覧ください。また、学習コンテン

ツ「プリント広場」「タブレットドリル」もご活用ください。 

⑥教材費で購入した教科のテストのうち、未実施の分は学校で預かっておきます。 

⑦留守家庭児童会は８時～１８時（延長保育は１９時）まで開室いたします。 

⑧３月の放課後自習教室は中止いたします。 

⑨いきいき広場は当面の間中止し、学校の再開後に改めてお知らせします。 

⑩臨時休校にあわせて、必要に応じてミルメールの登録をお願いいたします。 

＜後日お知らせする内容について＞ 

〇あゆみの配布について 

〇新年度の新しい登校班について 

〇新年度の初登校日について 

・・・等 

 



【山之上小学校 コミュニティスクール】 
 枚方市において、教育委員会が文部科学省の示す理念の下、平成３０年度より、コミュニティスク

ール（学校運営協議会を設置）の取組を行っています。 

◎目 的：校長の学校運営に対して必要な支援を行うこと。 

◎ねらい：地域全体で教育を実現する仕組みと考え、学校と家庭、地域が連携・協働し、子どもた

ちの健やかな成長を支えていく学校づくりを進めていくこと。 

◎学校運営協議会委員：虫明 桂子 様（校区コミュニティ協議会副会長） 

           田中香世子 様（校区コミュニティ更生保護女性会） 

           中  作平 様（校区コミュニティ枚方市消防団副団長） 

           櫻井 洋祐 様（山之上小学校ＰＴＡ会長） 

◎学校：校長、教頭（事務局） 

◎学校運営協議会 

  協議会は、７月、11月、２月に実施しました。協議会の内容について、概要をお伝え 

致します。 

○第１回：７月１３日（水）９時３０分 

・顔合わせ、コミュニティスクールについての確認、教育計画を含む年間の予定について話をし、 

校内の見学、子ども達の様子について交流しました。 

○第２回：１１月１３日（水）９時３０分 （オープンスクール） 

・全学年の教室での授業の様子を見学しました。また、秋開催とした運動会と行事を通した児童

の成長及び生徒指導事案等への対応について交流しました。 

○第３回：２月１７日（火）１４時３０分～１５時５０分 

「知」「徳」「体」の３本柱での学校教育について、本年度の児童の様子や学校の取組について

話をしました。 

◇「知」：全国学テの傾向 

◇「徳」：特別の教科道徳の授業と、教員の授業研究・研修について 

◇「体」：体力テストから見える児童の様子 

また、学校教育自己診断の結果について話をしました。 

◇一日の家庭学習の時間、タブレット（PC）の使用 

◇放課後自習教室の活用 

◇知識偏重よりも、子どもの得意なことやよいところを伸ばそうと考える保護者多いのでは

ないか。 

これからの時代を生きる子どもも、かつて子どもだった人も、使う道具や環境は変化したが、

本質的に子どもは変わっていない、ということが話題となりました。 

 ◇行事が終了した後、お礼を言って来てくれて、やりがいを感じた。挨拶や感謝の気持ちを

表すことができるコミュニケーション力は大切である。 

◇道で自然と挨拶を交わすなどの実践する姿を子どもたちに見せていってほしい。子どもは

よく見ていて、見ながら学んでいる。 

     

 子どもたちの健やかな成長を多面的に支援し、子どもたちが、学校生活･家庭生活を通して豊かな 

地域社会の形成者となるようにこの取組が有効であるよう尽力したいと思います。 

 

 

 


